
はじめに

　本書を手にとっていただき、誠にありがとうございます。
　本書のテーマは「視覚認知」です。
　視覚情報を入力して、脳で情報処理をして、外界に出力をする。それ
らの一連の能力が「見る力」です。学習の土台となる大切な能力のひと
つです。
　そうした学ぶ力の土台となる能力を高めるためのトレーニングが「見
る見るトレーニング」です。

「見る見るトレーニング」を教育現場に取り入れよう！
　みるみるうちに学習が楽しくなる！
　見る力の向上を目指したトレーニング！
　「見る見るトレーニング」は、スムーズに文章を読むことができるよ
うになりたい。整った文字で漢字を書くことができるようになりたい。
球技やダンスが上手になりたい。そんな子どもたちの願いに、視覚認知
の観点からアプローチする学習となっています。
　本書では、QRコードからトレーニングに使うワークシートをダウン
ロードできます。またトレーニングの方法は、QRコードから動画で見
ることができます。ぜひ、「見る見るトレーニング」を、授業や休み時間、
家庭学習の中に取り入れてみてください。
　これまでの実践と研究をフルカラーの写真とともに、たくさんの愛情
をもって執筆しました。皆様と皆様の目の前の子どもたちの笑顔につな
がることを願っております。少しでもお役に立て
たら幸せです。
 いるかどり
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はじめに 3

「本書の使い方」動画・ワークシートを活用しよう 10

「見る見るトレーニング」
ってなに?

1
「子どもの視点で見てみよう」
見ている世界の違い    14

2
「見る見るトレーニング」
学習の土台となる力を育む    16

3
「視覚認知の流れを知ろう」
入力→処理→出力の3ステップ    18

4
「見る力について知ろう」
学習の土台となる力を知る    20

5
「見る力の視点で観察する」
見る力のチェックリスト   22

6
「教育活動に取り入れよう」
成功体験を重ねる大切さ    24

7
「リフレッシュタイム」
授業中の集中力をアップ !    28

コラム 1  人を人として大切にしよう 36
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目と手で「見る」
トレーニング

1
「トレーニングの前に」
眼球の動きをチェック    38

2
「ウォーミングアップ」
いつでもリフレッシュ    42

3
「じーっと追いかける」
線を描くように見る    46

4
「ぱっぱっと見つける」
跳ぶように見る    50

5
「近くと遠くを繰り返し見る」
焦点（ピント）を合わせる    54

6
「見る力で空間を把握」
視空間認知にアプローチ    58

7
「見て認識して体を動かす」
目と体の連動を目指す    60

8
「何が描かれていたかな？」
意識して見る    64

コラム2  就学相談におけるアセスメントの重要性を知ろう 66
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目と手で「読む」
トレーニング

1
「読むことにつながる力」
指導場面の支援を考える    68

2
「ダイヤを探そう」
見たい対象と背景を区別する    70

3
「文字文字かくれんぼ」
同じ形・文字を把握する    72

4
「蛍光ペンでなぞろう」
読みたい行を見る    74

5
「文字を飛ばして読もう」
読みたい目標の文字を見る    76

6
「ジグザグ数字読み」
読みたい目標をすばやく見る    78

コラム3  子どもたちの強みを生かそう 80
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目と手で「書く」
トレーニング

1
「書くことの困り感を理解する」
指導場面の支援を考える    82

2
「シンプルな迷路」
運筆が上手になる    84

3
「カラーてんてん図形模写」
平面の空間を認知する    86

4
「漢字を完成させよう」
文字のつくりに注目する    88

5
「上下? 左右 ? 視写をしよう」
見本と同じように書く    90

6
「カラー版マス目シート」
マスの中に書いてみる    92

コラム4  当たり前を当たり前にできる教師になろう 94
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目と手で協調運動する
トレーニング

1
「目と脳と手のつながる力」
指導場面の支援を考える    96

2
「ゆびゆびけんけんぱ」
指の楽しいあそび    98

3
「ぐーちょきぱー運動」
目と手の連動力アップ    100

4
「おぼえてトントンリズム」
記憶と手の動きを活用する    102

5
「せーのでゴール」
書く力を楽しく使おう    104

6
「スピード宝石並べ」
数える力をワクワクに変換    106

コラム5  学習の目標を設定しよう 108
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目と脳と全身を
つなぐトレーニング

1
「目と脳と全身をつなぐ力」
指導方法と支援    110

2
「マグネットスピードタッチ」
黒板を活用してひろく見る    112

3
「ピンポン玉キャッチ」
複数の力を同時に使う    114

4
「輪ゴムでキャッチ」
両腕の動きを鍛える !    116

5
「勝ったら負けたらじゃんけん」
頭も体もフル回転 !    118

6
「まねっこジャンプ」
ボディイメージを高める !    120

7
「難易度調整アレンジ」
バリエーションで楽しもう    122

コラム6  ほめ言葉が「口癖」になる教師になろう 124

おわりに 125  
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目標Ａと目標Ｂを交互に見る運動です。板書されている文字をノートに
視写する力など、読む力を中心に能力の向上を目指します。

「ぱっぱっと見つける」
跳ぶように見る4

 見たい目標にすばやく目を動かす

①右手と左手の親指を確認します。
②上下のトレーニングでは、人差し指を横向きにします。
③左右のトレーニングでは、親指を縦向きにします。
④斜めのトレーニングでは、角度に応じて人差し指の向きを調整します。
⑤子どものペースに合わせて、右手と左手を交互に見ます。
⑥教師のペースに合わせて、右手と左手を交互に見ます。

腕がぐらぐら揺れてしまうときのポイント
　左右の目をすばやく移動させて、右手と左手の目標を交互に見るト
レーニングです。首を動かさないように、意識をしながら取り組みましょ
う。難易度の調整をする際には、まずは、自分のペースで自由に目を動
かします。次に、「１・２・１・２・１・２・・・」と自分で声を出し
ながら目を動かします。さらには、教師のリズムで目を動かすと、しっ
かり鍛えることができます。
　右手と左手を一定時間止めておくことが難しい場合には、「教師が手
を添える」「子どものひじを机の上に置いて固定する」など、見る位置
を安定させると、目標に向けて目を動かしやすくなります。

トレーニングのねらい

トレーニングの方法

動画は
こちら
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眼球を上下にすばやく視線移動することができるようにします。1～2
を交互に 10回ずつ、３セット行います。

ぱっぱっと目を動かすトレーニング（上下）

1

すばやく、ぱっぱっと目を動かすことを意識します。

2

両手の人差し指を交互に見ます。

上の手は頭の
高さにします

下の手は胸の
高さにします
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眼球を左右にすばやく視線移動することができるようにします。

視線の動きが斜めになるように、手（目標）の位置を設定します。

ぱっぱっと目を動かすトレーニング（左右）

ぱっぱっと目を動かすトレーニング（斜め）
つめの位置が目の高さにくるように調整します。

斜めにするときには、指の向きを見やすいように調整します。

上下と同じように
左右を交互に見る

高さや幅は
見やすい位置で
固定する
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見る目標は、指ではなく、教材を使うこともできます。教師が教材を子
どもに見せ、子どもはその教材を目で追います。指と同じように、教材
はリズムよく見せましょう。

※教材を見せるときは、教材名を口に出して行うと、リズムよく実践できます。
ただし、名前が長いとスピード感がなくなってしまいます。ぱっぱっと見る動き
のため、できるだけ短い名前のものを選択しましょう。
リズムよく呼ぶのが難しい組み合わせ
例：乗り物　消防指揮車と路面清掃車
例：国名　パプアニューギニアとコートジボワール

見る目標に物的環境調整の視点を！！

1 色を分ける

子どもたちが識別でき
る色を使います。なじ
みのある色にしましょ
う。

2 形を分ける

子どもたちが識別でき
る形を使います。似て
いる形はやめましょう。

3 キャラクター（乗り物なども可）を分ける

子どもたちが好きな食
べ物やキャラクターな
どを使用して楽しく取
り組みます。
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